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バリアフリートイレに設置する呼出しボタン等の整備不良について 

（注意喚起） 

 

平素よりバリアフリーの推進にご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

令和３年６月７日、東京地下鉄株式会社の日比谷線八丁堀駅構内のバリアフリ

ートイレ内で倒れている利用者が発見され、その後死亡が確認された事象が発生

しました。本事象発生後、同社が当該トイレの状態を確認したところ、以下の状

況が判明しています。 

① 呼出しボタン（通報装置）のブレーカーが切状態となっており、ボタンが押され

ても駅事務所に通報されない状態となっていた（実際に押されたかは不明） 

② トイレ内に３０分以上在室した場合にこれを駅事務室へ警報するためのケーブル

が繋がっていなかった（当該利用者は入室後約７時間後に発見された）。 

③ ２０１２年６月の当該トイレ供用開始前の機能確認、及び供用後の定期的な機能

確認が行われていなかった。 

当該事案を踏まえ、国土交通省鉄道局より地方運輸局等に対し、管内の鉄軌道

事業者に対し、同様の事案を防止するための注意喚起を求める通知（別添参照）

を行っています。 

つきましては、建築物に設置されるバリアフリートイレにおける同様の事案の

発生を防止するため、貴法人におかれては、所属会員に対して、以下の点を確認

するよう注意喚起を行うなど、周知・啓発いただきますようお願いいたします。 

＜同様の設備を設置する場合における確認のポイント＞ 

・①に関して、呼出しボタンを押した際に管理室等に確実に通報されること 

・②に関して、一定時間以上在室している場合に管理室等に通報するシステムを有

するトイレについては、このシステムが機能しているかを確認すること 

・③に関して、上記の設備を適切に維持管理すること。 

バリアフリートイレに設置される呼出しボタンは、高齢者・障害者等がトイレ

を利用する際に、トイレ内で緊急的な事態が生じたことを外部に知らせるための

大切な設備です。他の設備を含め、必要なときに機能しない事態が生じないよう、

日常的に維持管理、点検を適切に行っていただくようお願いいたします。  
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バリアフリートイレに設置する呼出しボタン等の整備不良について（注意喚起） 

 

 

令和３年６月７日、東京地下鉄株式会社の日比谷線八丁堀駅構内のバリアフリートイ

レ内で倒れている利用者が発見され、その後死亡が確認された事象が発生した。本事象

発生後、同社が当該トイレの状態を確認したところ、以下が判明した（別紙参照）。 

① 呼出しボタン（通報装置）のブレーカーが切状態となっており、ボタンが押され

ても駅事務所に通報されない状態となっていた（実際に押されたかは不明） 

② トイレ内に３０分以上在室した場合にこれを駅事務室へ警報するためのケーブル

が繋がっていなかった（当該利用者は入室後約７時間後に発見された）。 

③ ２０１２年６月の当該トイレ供用開始前の機能確認、及び供用後の定期的な機能

確認が行われていなかった。 

ついては、貴管内の鉄軌道事業者に対し、本事象について周知するとともに、以下を

実施し関係する設備が機能しない事態が生じないよう注意喚起されたい。 

・①に関して、呼出しボタンを押した際に駅事務所等に確実に通報されることを確認

すること。（バリアフリーガイドラインでは押したことが確認できる機能を付与す

るとされている）。 

・②に関して、一定時間以上在室している場合に駅事務所に通報するシステムを有す

るトイレについては、このシステムが機能しているかを確認すること（本件に関す

るバリアフリーガイドライン上の規定はない） 

・③に関して、上記の設備を適切に維持管理すること。  

別添 



バリアフリートイレに設置する呼出しボタン等の整備不良について 

 

１ 発生日時 ２０２１年６月７日（月）２３時頃 

 

２ 発生場所 東京地下鉄株式会社日比谷線八丁堀駅 

 

３ 概要 

 駅構内巡回中の警備員がバリアフリートイレ使用中ランプの点滅を認め、駅事務室

に連絡し、同トイレの鍵を持参した駅係員と警備員で同トイレへ急行した。 同トイ

レのドアを開錠のうえ入室したところ、利用者１名が倒れているのを発見したため、

駅係員により１１９番、１１０番通報を行い、救急到着まで救命活動を行い、病院へ

搬送されたがその後死亡が確認された。  

 

４ 状況 

防犯カメラの映像によると、当該利用者は１６時頃入室されていたが、３０分以上

の在室を検知し、警報を通知するシステムのケーブルが繋がっていなかったこと 

及び呼出しボタンを押下することで駅事務室への警報を通知する機器のブレーカー

が切状態となっていたことから駅事務室への警報が鳴動しない状態であった。 

 

５ 旅客の発見までに時間を要した原因 

（１）バリアフリートイレ内の呼出しボタンを押下することで駅事務室への警報を通知

する機器のブレーカーが切状態となっていたため。 

（２）バリアフリートイレ内において３０分以上の在室を検知することによって、駅事

務室に警報を通知するシステムのケーブルが繋がっていなかったため。 

（３）２０１２年６月のバリアフリートイレ供用開始前において、機能確認試験が行わ

れておらず、また、その後の定期的な機能確認が行われていなかったため。 

 

６ 再発防止策 

（１）バリアフリートイレ供用開始前の機能確認試験を確実に実施する。 

（２）機能確認試験の項目に抜け漏れがないようチェックリストを作成し、同種工事に

おいてはチェックリストを用いて確実な機能確認試験を実施する。 

（３）定期的に設備の点検を実施する。 

（４）駅係員等による構内巡回時の重点確認箇所（バリアフリートイレ等）の確認を徹

底する。 

以上 

 

 

別紙 


